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◆
青
葉
若
葉
の
さ
わ
や
か
な

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
に
は
小
学
校
、

中
学
校
の
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
新
一
年
生
の
児

童
生
徒
た
ち
の
緊
張
し
た
中

に
も
期
待
に
満
ち
た
瞳
に
頼

も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

18
歳
選
挙
権
が
来
年
8
月

の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
施

行
の
予
定
と
国
の
制
度
も
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、

少
年
法
に
つ
い
て
の
議
論
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

一
方
、
国
立
東
京
大
学
が

海
外
有
名
校
の
滑
り
止
め
に

な
っ
て
い
る
よ
う
な
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。
い
つ
の
時
代

も
変
化
、
改
革
が
あ
り
、
不

易
流
行
の
本
質
を
間
違
え
な

い
よ
う
自
粛
し
て
い
ま
す
。

（
杉
谷
）

なつかしの我が校舎
　私が中学２年生の夏休み早朝、北向きの校舎
が火事で焼けた時の事を思い出します。教室が
不足したため、体育館をベニヤ板で仕切り授業
を受けていました。当時の南部中学校は旧手間、
賀野小学校の卒業生が一緒に通う学校で、新し
い友達もでき楽しく中学に通ったものです。
　私は子供の頃から野球が好きで中学３年間野
球部に入り、毎日暗くなるまで放課後練習して
いたものです。昔は生徒数が多く２年の秋の新
人戦で、やっと試合に出られた事を懐かしく思
い出します。
　私は今、南部中学校の同窓会長をしています。
平成２９年は創立７０周年に当たり記念行事を
行う計画です。

遠 藤 優 彦さん 談

　
今
年
も
4
月
11
日
（
土
）
よ
り
、
12
日
（
日
）

ま
で
「
南
部
町
さ
く
ら
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
城
山
公
園
、
法
勝
寺
川
土
手
の
桜

は
夜
に
な
る
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
一
段
と
や

わ
ら
か
な
情
緒
に
浸
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
町
指
定
の
無
形
文
化
財
「
法
勝
寺
一

式
飾
り
」
も
法
勝
寺
一
区
か
ら
八
区
の
住
民
の

方
々
の
伝
統
の
力
の
作
品
に
加
え
、
数
年
前
よ
り

中
学
生
の
作
品
も
出
品
さ
れ
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。
更
に
、
今
年
か
ら
、
西
伯
小
学
校
の
児
童
も

作
品
制
作
に
挑
戦
し
、
先
生
方
職
員
と
教
育
委
員

会
の
共
同
作
品
も
登
場
し
ま
し
た
。
学
校
、
地
域

が
共
に
、
伝
統
文
化
の
継
承
・
発
展
を
担
っ
て
い

く
姿
勢
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
波
及
効
果
が
あ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る

　
　
　
幻
想
的
な
桜
並
木

ライトアップによる
幻想的な桜並木
ライトアップによる
幻想的な桜並木

改築前の南部中学校

3月定例議会
子育て支援
地方創生事業予算
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「住民の声をきく会」
開催決定  

「住民の声をきく会」
開催決定  !!!!
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３月定例議会報告●

10p 18.3p行間　-25字間　オプティ…11字ｘ25行

◎
平
成
27
年
度 

一
般
会
計
予
算

反
　
対

①
学
童
保
育
の
場
所
に
つ
い
て
、保
護
者
の
声
を
聞

か
ず
に
児
童
館
に
併
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

行
政
の
基
本
姿
勢
と
し
て
問
題
で
あ
り
、改
め
る

べ
き
だ
。

②
農
業・産
業
振
興
に
有
効
な
対
策
を
取
ら
ず
、イ

メ
ー
ジ
戦
略
な
ど
に
３
０
０
万
円
を
超
え
る
予
算

を
計
上
し
て
い
る
が
、農
業・産
業
振
興
を
中
心
に

す
る
べ
き
だ
。

③
新
規
に
賃
貸
住
宅
等
の
建
設
費
用
助
成
、分
譲

住
宅
用
地
の
造
成
費
用
助
成
は
、住
民
要
求
と一

致
し
て
い
る
の
か
。町
営
住
宅
は
老
朽
化
し
て
お

り
、払
下
げ
だ
け
で
は
な
く
、計
画
的
改
修
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

④
伯
耆
の
国
の
職
員
を
、す
み
れ
こ
ど
も
園
へ
研
修

派
遣
す
る
た
め
の
、要
綱
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
問
題
だ
。

賛
　
成

①
地
方
創
生
元
年
予
算
で
あ
り
、こ
こ
で
足
踏
は
で

き
な
い
。前
に
進
み
町
の
活
性
化
を
図
る
べ
き
で

あ
る
。

②
人
口
対
策
を
柱
と
し
て
い
て
、先
を
見
て
い
る
も
の

と
思
う
。

③
昨
年
に
続
き「
子
ど
も・子
育
て
支
援
」策
が
あ
る
。

今
年
度
は
、ネ
ウ
ボ
ラ
対
策
で
妊
娠
か
ら
子
育
て

ま
で
の
新
し
い
施
策
が
あ
る
。

【
学
童
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
意
見
】

　
　

担
当
課
と
現
場
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
と
思

う
。指
導
者
が
不
安
だ
と
保
護
者
も
不
安
に
な

る
と
思
う
の
で
、今
後
、説
明
を
十
分
に
と
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

討
　
論

平成27年度3月定例議会が、4日から23日までの会期で開催され、
平成27年度の一般会計・特別会計の予算、条例の制定、平成26
年度の一般会計補正など40議案と3発議が審議され、すべて可決
されました。

《当初予算の内訳》前年度対比で1.1％減であるが、地方創生関係（2月補正可決）76,242千円、
　　　　　　　　 実質14か月予算を加えると69億2000万円余で前年度ほぼ同額の予算となり、     
　　　　　　　　 主に「地方創生元年」の特徴ある予算であった。

平成27年度
当初予算

平成27年度予算の分析
3月

定例議会
3月

定例議会

議案審査の結果
議案番号 案　件　名 採決結果

賛成多数
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致
全員一致

賛成多数

全員一致
賛成多数
賛成多数
賛成多数
賛成多数
賛成多数
賛成多数
賛成多数
全員一致
全員一致
賛成多数
賛成多数
全員一致
賛成多数
賛成多数
賛成多数
賛成多数
賛成多数
賛成多数
賛成多数
賛成多数
全員一致
全員一致
賛成多数
賛成多数
全員一致
賛成多数
全員一致
賛成多数
賛成多数
全員一致

議案第 ３ 号
議案第 ４ 号
議案第 ５ 号
議案第 ６ 号
議案第 ７ 号
議案第 ８ 号
議案第 ９ 号
議案第１０号
議案第１１号

議案第１２号

議案第１３号
議案第１４号
議案第１５号
議案第１６号
議案第１７号
議案第１８号
議案第１９号
議案第２０号
議案第２１号
議案第２２号
議案第２３号
議案第２４号
議案第２５号
議案第２６号
議案第２７号
議案第２８号
議案第２９号
議案第３０号
議案第３１号
議案第３２号
議案第３３号
議案第３４号
議案第３５号
議案第３６号
議案第３７号
議案第３８号
議案第３９号
議案第４０号
発議案第１号
発議案第２号
発議案第３号

平成２６年度南部町一般会計補正予算（第７号）
平成２６年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
平成２６年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成２６年度南部町墓苑事業特別会計補正予算（第１号）
平成２６年度南部町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
平成２６年度南部町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）
平成２６年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成２６年度南部町水道事業会計補正予算（第３号）
平成２６年度南部町病院事業会計補正予算（第４号）
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例の制定について
南部町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
南部町児童厚生施設条例の制定について
南部町教育長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例の一部改正について
南部町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について
町長の給与の特例に関する条例の制定について
南部町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
南部町職員の給与に関する条例の一部改正について
南部町公益法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正について
南部町特別会計条例の一部改正について
南部町児童福祉手当支給条例の一部改正について
南部町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について
南部町保育所条例の一部改正について
南部町放課後児童クラブ条例の一部改正について
平成２７年度南部町一般会計予算
平成２７年度南部町国民健康保険事業特別会計予算
平成２７年度南部町後期高齢者医療特別会計予算
平成２７年度南部町墓苑事業特別会計予算
平成２７年度南部町住宅資金貸付事業特別会計予算
平成２７年度南部町農業集落排水事業特別会計予算
平成２７年度南部町浄化槽整備事業特別会計予算
平成２７年度南部町公共下水道事業特別会計予算
平成２７年度南部町太陽光発電事業特別会計予算
平成２７年度鳥取県西部町村情報公開・個人情報保護審査会特別会計予算
平成２７年度南部町水道事業会計予算
平成２７年度南部町病院事業会計予算
平成２７年度南部町在宅生活支援事業会計予算
南部町まちづくり計画の変更について
南部町課設置条例の一部改正について
南部町議会委員会条例の一部改正について
南部町議会会議規則の一部改正について
ＴＰＰ交渉についての意見書

歳入・歳出  68億4300万円

一 般 会 計一 般 会 計一 般 会 計 で 可 決で 可 決で 可 決
9人9人

3人3人

賛成賛成

反対反対

「地方創生」元年予算
一般会計の

状況
一般会計の

状況

歳入

町税
13.2%

自主財源
   24.7%

県支出金
8.8%

国庫支出金
8.0%

町債
9.2%

繰入金
6.9%

地方交付税
45.3%

依存財源
75.3%

諸収入 1.3%

地方消費税交付金 2.6%
地方譲与税 1.0%
地方特例交付金 0.0%
自動車取得税交付金 0.1%
ゴルフ場利用税交付金 0.2%
利子割交付金 0.0%
交通安全対策特別交付金 0.0%
配当割交付金 0.1%
株式譲渡所得割交付金 0.0%

分担金及び
負担金
1.7%

歳出
（目的別）

民生費
29.5%

公債費
12.6%

衛生費
10.8%

教育費
10.5%

土木費
5.6%

農林水産業費
9.6%

総務費
18.3%

議会費  1.3%
消防費  1.2%
商工費  0.3%
予備費  0.3%
災害復旧費 0.0%

財産収入 0.7%
使用料及び手数料 0.5%
繰越金 0.2%
寄附金 0.2%
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子育て支援策●地方創生事業予算●　陳情・請願審査結果●

10p 18.3p行間　-25字間　オプティ…11字ｘ25行

子育て支援策子育て支援策子育て支援策（継続）（継続）（継続）

1億475万3千円1億475万3千円
南部町少子化対策事業
結　婚　支　援　事　業

出産・子育て支援

●結婚支援　独身者を対象にした好感度向上セミナーや出会いの会の開催 （720千円）

● 不妊治療費助成事業
鳥取県不妊治療助成金を受けた者で、助成上限額を80千円で追
加助成する。  (予算額 582千円)
● 誕生祝い金
町内に居住する満1歳の誕生日を迎えた児童と同居する18歳以
下のきょうだいの人数分の5万円を乗じた額を支給する。　
  (予算額 5,942千円)
● 保育料軽減事業
保育料を軽減します。   (予算額 23,000千円)
● 私立幼稚園就園助成事業
私立幼稚園に通園する保育料を助成する。 (予算額 961千円)
● 病児・病後児保育事業
病気または病後の児童で（保育園や小学校3年まで）を西伯病院
で保育する。　  (予算額 890千円)
● 一時保育事業
子育て中の家庭負担軽減を図るため、すみれ保育園で一時保育
の実施。　　  (予算額 2,528千円)
● 子育て応援事業
①相談や仲間づくりをする環境整備　②パパスクールの開催で
育児参加　③保育園等に通う児童世帯に、月額2,000円燃料代
補助  (予算額 12,700千円)
● 学校給食費軽減事業
保護者負担金補助（現行13円／食＋消費増税分）  (予算額 3,802千円)
● 教材費補助事業
小学1年から3年までを対象に教材費補助。(予算額 3,322千円)
● 高校等通学定期券補助事業
高校等への通学定期券購入費用を補助。  (予算額 1,703千円)
● 高校生等医療費助成補助
高校生等の医療費を助成。  (予算額 1,015千円)
● チャイルドシート等購入費補助事業
新品のチャイルドシート等購入した場合の購入費時上限10,000
を助成する。　  (予算額 200千円)
● 子育て包括支援センター（ネウボラ）運営事業
センターを開設し、専属職員で妊娠・出産・子育てに関しての切れ
目のない支援  (予算額 2,899千円)

暮らしやすさ支援
● 若者向け住宅事業
若者向け住宅の維持管理で定住促進。
 （予算額 5,125千円）
● 空き家一括借上げ事業
空き家をリホーム後、入居で定住促進。
 （予算額 6,095千円）
● 定住促進対策事業
①町内で建物を取得された方に5年間固
定資産税相当額を定住奨励金として交付。
②新婚、子育て世帯の家賃補助
③賃貸住宅等の建設費用の補助
④振興山村地域内の分譲地造成費用（2区 
　画以上）を助成する。　　　　　　　
　  （予算額 23,624千円）
● 三世代同居等支援事業
三世代同居の家族又は町内に居住のため
の住宅新築・増改築等の費用を補助する。 
 （予算額 2,400千円）
● 起業促進奨励事業
新たに移住する35歳以下の新規事業者に
奨励金交付。 （予算額 1,500千円）
● 企業誘致事業
地域産業活性化協議会に参画し、情報収
集・発信の促進し、移住・定住を図る。
 （予算額 346千円）

赤猪岩神社参拝

商
品
券
イ
メ
ー
ジ

1
0
0
人
委
員
会

南部町９条の会
　世話人　足 羽　  昇

提  出  者（敬称略） 採択結果

不採択

可否の理由

（賛成意見）閣議決定でなく、憲法改正が必要。
姑息なやり方はやめるべき。
（反対意見）閣議決定で発動はされない。
今後、国会で国民にも説明がなされる。

件名及び要旨
陳情・請願審査結果

陳情第1号
集団的自衛権行使容認の「閣議
決定」の撤回を政府に求める陳情

要求同盟鳥取県本部
　会　長　保 田 睦 美

趣旨採択
　請願第2号

「治安維持法犠牲者国家賠償
法」の制定をもとめる請願

新日本婦人会
　会見班　小川しのぶ

不採択
（賛成意見）今の問題は再稼働を許すかどう
かだ。原発問題は国民の問題である。
（反対意見）老朽化で全国で５基の原発廃炉
が決定された。順次廃炉には賛成する。

陳情第3号
原発再稼働に反対し、再生可可能
な自然エネルギーの導入・普及を進
める意見書の提出を求める陳情書

☆主な事業について☆　【地域消費喚起・生活支援型】
プレミアム商品券発行事業（拡充）・・・・21,948千円

地方創生事業予算　10事業で総額76,242千円
　2月10日に開催された臨時議会で「まち・ひと・しごと創生法」の施行に伴う第一弾として、“地域
消費喚起・生活支援型”で2800万円、“地方創生先行型”の基礎交付分として2900万円、事業内容や
総合戦略の策定状況を踏まえて配分される予定の「上乗せ交付」分で、交付金事業として908万円、
それぞれの事業が14か月予算として提案され、賛成多数で可決されました。

賛成多数で可決賛成多数で可決

回答
質問

4月中旬より発行し、利用期間は9月末までと考えている。
町内、大型店にも商工会に加入いただき、一層の利用が図られる

利用期間は出来る限り長く持つべきと思うが。利用場所が生活に係る場所などが充実されたか。

地域住民生活等緊急支援のため従来の事業を拡充する。商品券１億円分（1冊500円×24枚）20％補助

灯油購入費助成事業（低所得世帯支援）・・6,116千円

回答
質問

税基準に照し合せているので、大丈夫であると思う。
本当に生活に困っている世帯に行き届ているのか。

生活保護世帯又は非課税世帯に灯油券（２缶分）を配布

地方創生総合戦略策定事業・・・・4,898千円

【地方創生先行型（基礎交付）】

西伯小入学式　詳しくは南部町Ｈ・Ｐをご覧ください

回答
質問

一般公募1割と各分野で活躍されている町内外の方を選定して
お願いする。

委員の選定はどのようになっているのか。

百人委員会を設置して総合戦略を策定する。

観光資源等魅力向上事業・・・・17,030千円

回答
質問

観光プロモーターの努力で、現に昨年から3,000人以上
の県外観光客が赤猪岩神社に参拝され、賑っている。

観光振興策が地方創生につながるのか。

まちの魅力「さくらまつり」「一式飾り」「金田川ホタル」などの
観光資源の魅力向上でにぎわい創出と、観光振興を図る。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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一般質問●

学
級
新
聞

Q
中
学
生
の
視
点
の
活
用
は

A
協
議
し
、
指
摘
の
趣
旨
に
沿
っ
た
対
応
を　

杉
谷
早
苗
議
員

教
育
長

　

法
勝
寺
中
学

校
の
文
化
祭
の

生
徒
の
学
級
新
聞
の
取

り
組
み
内
容
に
つ
い
て
、

と
て
も
感
銘
を
受
け
た
。

そ
れ
は
、
南
部
町
の
課

題
や
、
歴
史
な
ど
に
つ

い
て
の
提
言
な
ど
を
含

ん
だ
記
事
で
あ
っ
た
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
意
見
、
提
言
、
感

想
に
つ
い
て
、
ど
こ
か

で
応
え
る
機
会
を
設
け

る
べ
き
と
思
う
。
ご
所

見
を
伺
う
。

　

こ
こ
数
年
の

法
勝
寺
中
学
校

文
化
祭
に
お
け
る
学
級

新
聞
の
で
き
、
内
容
に

は
目
を
み
は
る
も
の
が

あ
る
。

　

祐
生
出
会
い
の
館
の

ネ
ッ
ト
活
用
に
よ
る
情

報
発
信
の
必
要
性
や
少

子
化
問
題
を
授
業
で
取

り
扱
っ
て
ほ
し
い
と
の

声
、
さ
ら
に
は
施
設
設

備
の
改
善
や
虹
色
マ
ッ

プ
の
充
実
策
、
学
校
統

合
の
問
題
に
も
テ
ー
マ

は
及
び
、
さ
ま
ざ
ま
な

提
言
、
意
見
が
集
約
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
学
年
、
ク
ラ
ス
で
考

え
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

取
材
を
し
、
構
成
、
推

敲
を
重
ね
た
記
事
で
あ

り
、
大
変
興
味
深
く
受

け
止
め
て
い
る
。
早
急

に
耳
を
傾
け
る
べ
き
指

摘
も
少
な
く
な
い
。
テ

ー
マ
や
現
状
へ
の
切
り

込
ん
で
い
る
視
点
は
、

中
学
生
な
ら
で
は
の
率

直
か
つ
大
胆
な
も
の
で

あ
り
、
現
在
、
町
が
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る

地
方
創
生
事
業
の
ヒ
ン

ト
も
詰
ま
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
る
。

　

町
の
現
状
を
説
明
す

る
場
を
設
け
る
と
の
提

案
に
は
、
関
係
部
署
や

指
摘
の
あ
っ
た
施
設
等
、

ま
た
、
学
校
と
も
よ
く

協
議
を
し
、
指
摘
の
趣

旨
に
沿
っ
た
対
応
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
そ
の
他
の
質
問

　
・
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ

　
・
保
小
中
連
携

農
業
振
興
対
策　

Q
生
産
者
米
価
暴
落
に
国
の
対
策
を
求
め
よ

A
需
給
バ
ラ
ン
ス
で
価
格
は
決
ま
り
対
策
は
む
ず
か
し
い　

植
田  

均
議
員

町
長

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

農
政
は
２
０
１

４
年
度
か
ら
本
格
的
に

実
施
さ
れ
た
。国
の
関

与
を
な
く
し
市
場
任
せ

に
し
て
い
く
方
向
で
政

策
を
す
す
め
て
い
る
。そ

の
結
果
、昨
年
の
生
産

者
米
価
の
暴
落
が
起
こ

っ
た
。農
産
品
の
価
格
保

障
、農
家
へ
の
所
得
補
償

は
欧
米
で
は
当
た
り
前

に
行
わ
れ
て
い
る
。豊
作
、

凶
作
に
よ
る
価
格
変
動

が
避
け
ら
れ
な
い
農
産

品
の
価
格
保
障
は
、再

生
産
を
保
障
し
、農
家

の
意
欲
と
誇
り
を
高
め

る
上
で
決
定
的
で
あ
り
、

自
給
率
向
上
の
基
礎
的

条
件
だ
。抜
本
的
対
策

を
国
に
求
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

町
の
農
業
振
興
策
と

し
て
転
作
作
物
の
上
乗

せ
助
成
制
度
を
つ
く
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

米
の
価
格
保

障
に
つい
て
は
基

本
的
に
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、需
要
動
向
を

無
視
し
て
生
産
過
剰
に

な
れ
ば
、当
然
値
崩
れ

が
起
き
る
こ
と
に
な
る
。

国
は
き
び
し
い
財
政
状

況
に
あ
る
な
か
高
齢
化

と
と
も
に
年
々
米
離
れ

が
す
す
み
消
費
が
減
退

す
る
な
か
で
、米
の
価
格

保
障
を
す
る
こ
と
は
行

き
詰
ま
り
が
見
え
て
お

り
、国
民
的
合
意
が
得

ら
れ
な
い
と
思
う
。し
た

が
っ
て
、国
に
対
し
て
対

策
を
求
め
る
考
え
は
な

い
。

　

町
単
独
の
上
乗
せ
助

成
に
つ
い
て
は
、転
作
に

係
る
交
付
金
が
現
在
の

と
こ
ろ
平
成
29
年
度
ま

で
と
な
っ
て
お
り
、今
後

の
制
度
が
見
通
せ
な
い

の
で
、現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。

し
か
し
今
後
の
農
業
を

考
え
れ
ば
後
継
者
や
中

心
的
担
い
手
を
育
て
る

対
策
の
必
要
性
は
あ
る

と
思
う
。地
域
の
農
地
、

農
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

集
落
全
体
で
話
し
合
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。町
で

も
説
明
会
の
実
施
や
座

談
会
へ
の
参
加
を
通
じ
、

支
援
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

　
中
小
・
零
細
業
者
振

　
興
対
策

本文_リュウミン L12p 18.3p行間　0字間　自動…9字ｘ25行
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移
住
・
定
住
対
策

Q
空
き
家
の
活
用
と
県
外
都
市
部
へ
Ｐ
Ｒ
を

A
お
試
し
的
に
居
住
で
き
る
施
設
を
検
討 三

鴨
義
文
議
員

町
長

　

「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創

生
法
」
に
掲
げ
ら
れ
た

①
東
京
一
極
集
中
の
是

正
。
②
若
い
世
代
の
就

労
・
結
婚
・
子
育
て
希

望
の
実
現
。
ま
た
、
地

方
は
人
口
減
少
に
よ
っ

て
、
地
域
経
済
の
縮
小

を
呼
ん
で
い
る
と
も
記

さ
れ
て
い
る
。　
　
　

　

こ
う
し
た
地
方
創
生

の
動
き
が
現
実
化
さ
れ

て
き
た
今
、
地
方
の
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
移
住
・
定
住
対
策

が
最
も
重
要
と
思
う
。

　

移
住
・
定
住
希
望
者

に
対
し
て
田
舎
暮
ら
し

を
体
験
で
き
る
施
設
を

空
家
を
活
用
し
て
整
備

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
移
住
・
定
住

施
策
を
県
外
観
光
客
や

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
な

ど
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す

る
必
要
が
あ
る
。
都
会

の
子
ど
も
達
を
呼
び
込

ん
だ
「
田
舎
づ
く
り
事

業
」
を
提
案
す
る
。

　

地
方
創
生
関

連
事
業
に
つ
い

い
て
は
、
今
後
策
定
す

る
南
部
町
の
総
合
戦
略

を
充
実
し
た
も
の
に
し

て
、
本
町
の
進
む
べ
き

方
向
性
を
住

民
の
皆
さ
ん

と
共
有
す
る

こ
と
で
こ
れ

か
ら
の
難
局

を
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
。

　

田
舎
暮
ら

し
体
験
施
設

に
つ
い
て
は
、
移
住
希

望
者
に
、
い
き
な
り

「
移
住
す
る
か
・
し
な

い
か
」
と
の
判
断
に
二

の
足
を
踏
む
例
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
の
で
、

お
試
し
的
に
居
住
で
き

る
施
設
の
整
備
は
空
き

家
の
活
用
と
併
せ
有
効

と
考
え
る
。

　

県
外
都
市
部
へ
の
Ｐ

Ｒ
や
新
規
事
業
に
つ
い

て
も
検
証
し
な
が
ら
、

総
合
戦
略
の
中
で
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

企
業
支
援
で
地
方
創
生

Q
行
政
と
し
て
の
支
援
施
策
は

A
地
元
企
業
拡
張
を
追
風
に
地
方
創
生
に
取
り
組
む　

板
井  

隆
議
員

町
長

　

地
方
創
生
元

年
に
あ
た
り

様
々
な
対
応
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　

議
会
で
は
昨
年
か
ら

地
元
企
業
の
訪
問
を
行

っ
て
い
る
。今
年
は
㈱
細

田
企
画・野
の
花・Ｎ
Ｏ
Ｋ

㈱
と
鳥
取
ビ
ブ
ラ
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
お
邪
魔
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
も
と
、企
業

努
力
で
特
色
あ
る
起
業

を
さ
れ
て
い
た
。地
方
創

生
総
合
戦
略
で
は
、ひ

と・し
ご
と
の
好
循
環
が

町
に
活
気
を
取
戻
す
と

あ
る
。こ
の
点
か
ら「
仕

事
の
創
生
」「
人
の
創

生
」に
つ
い
て
、行
政
の
支

援
策
を
伺
う
。

　
「
仕
事
の
創

生
」に
つい
て
は
、

各
企
業
と
も
一
定
の
資

格
や
技
術
を
持
つ
優
秀

な
人
材
確
保
が
命
題
で

あ
る
。県
で
は
、各
専
門

分
野
の
知
識
、技
術
を

習
得
す
る
た
め
の
支
援

策
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

野
の
花
で
は
建
て
か

え
は
難
し
い
が
、現
在
、

商
工
会
が
行
う
専
門
家

派
遣
の
支
援
策
で
ソ
フ

ト
面
か
ら
経
営
改
善
の

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、農
産
物
生
産
組

合
の
皆
さ
ん
と
話
し
合

い
、特
色
あ
る
売
り
場
づ

く
り
を
確
立
し
た
い
。

「
人
の
創
生
」に
つい
て
は
、

定
住
促
進
対
策
と
し
て

賃
貸
住
宅
の
建
設
補
助
、

民
間
宅
地
開
発
の
補
助
、

民
間
の
賃
貸
住
宅
や
寮

への
入
居
者
へ
家
賃
補
助

な
ど
で
移
住
、定
住
を

促
進
し
た
い
。加
え
て
、

三
世
代
同
居
等
支
援
事

業
な
ど
、住
宅
改
築
対

策
も
引
続
き
取
り
組
み
、

魅
力
あ
る
町
を
目
指
し

た
い
。

　

国
の
総
合
戦
略
は
仕

事
の
創
生
で
雇
用
の
創

出
が
重
要
な
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
る
。本
町
は
誘

致
企
業
で
あ
る
㈱
Ｎ
Ｏ

Ｋ
及
び
鳥
取
ビ
ブ
ラ
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
と
の
協
定
書

を
結
び
、約
60
名
の
雇

用
が
確
保
さ
れ
た
。更

に
鳥
取
グ
リ
コ
も
新
規

採
用
さ
れ
て
い
る
。こ
う

し
た
状
況
を
追
風
に
、

地
方
創
生
に
取
り
組
み

た
い
。

杉
谷

植
田

教
育
長

町
長

三
鴨

板
井

町
長

町
長

キャプション

若者向け住宅（福成）
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一般質問●

子
育
て
支
援

Q
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

A
受
益
者
負
担
・
制
度
の
枠
内
で
実
施

亀
尾
共
三
議
員

町
長

　

安
倍
首
相
は
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
恩
恵
を
盛
ん
に
宣
伝

を
し
て
、
国
民
の
生
活

が
良
く
な
る
よ
う
な
幻

想
を
与
え
て
い
る
。
し

か
し
、
一
言
で
い
え
ば
、

格
差
の
拡
大
と
景
気
悪

化
で
あ
る
。
南
部
町
も

例
外
で
は
な
い
。
特
に

子
育
て
世
代
の
中
に
は
、

生
活
に
追
わ
れ
、
子
ど

も
の
貧
困
も
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

偏
っ
た
食
事
や
、
個
人

の
持
っ
て
い
る
能
力
を

引
き
出
す
手
立
て
が
出

来
な
け
れ
ば
、
将
来
の

地
域
に
と
っ
て
は
大
き

な
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。

南
部
町
の
重
点
施
策
、

子
育
て
支
援
を
求
め
て

問
う
。

①
小
学
校
・
中
学
校
の

給
食
費
の
無
料
化
を
求

め
る
。

②
小
学
校
・
中
学
校
の

入
学
時
の
祝
い
金
制
度

の
創
設
を
求
め
る
。

③
子
ど
も
の
医
療
費
の

助
成
は
、
中
学
校
教
育

終
了
ま
で
全
額
無
料
に

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

①
学
校
給
食
の

原
材
料
費
に
か

か
る
経
費
は
受
益
者
負

担
と
し
て
保
護
者
に
負

担
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。給
食
費
を
無
料
と

す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

②
入
学
祝
い
金
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
、入
学
時

保
護
者
に
と
って
は
、一次

的
に
大
き
な
支
出
が
必

要
と
な
る
。小
学
校
で

は
ラ
ン
ド
ナ
ッ
プ
、鍵
盤
ハ

ー
モ
ニ
カ
、中
学
校
で
は
、

制
服
、体
操
服
等
で
あ

る
。経
済
的
な
理
由
に

よ
り
一
定
の
支
援
を
必

要
と
す
る
家
庭
に
つ
い
て

は
制
度
を
活
用
し
て
助

成
し
て
お
り
、一
律
に
支

援
を
す
る
こ
と
は
で
き

か
ね
る
。③

鳥
取
県
は
平

成
27
年
中
に
高

校
生
ま
で
対
象
年
齢
を

拡
大
す
る
た
め
の
予
算

を
し
て
い
る
状
況
だ
。町

全
体
の
子
育
て
支
援
、

少
子
化
対
策
全
体
を
勘

案
し
、医
療
費
助
成
の

あ
り
か
た
の
検
討
を
し

て
、県
の
特
別
医
療
費

制
度
の
枠
内
で
の
実
施

を
考
え
た
い
。現
時
点
で

の
無
料
化
は
考
え
て
い

な
い
。

通
学
定
期
券
助
成
事
業

Q
回
数
券
に
も
助
成
を

A
事
業
化
で
き
る
か
検
討
し
て
み
た
い

米
澤
睦
雄
議
員

教
育
長

通
学
定
期
券
助

成
事
業
は
、
町

内
に
住
所
を
有
し
、
高

校
等
に
通
学
す
る
生
徒

の
た
め
に
、
公
共
交
通

機
関
の
定
期
券
を
購
入

す
る
保
護
者
に
、
か
か

っ
た
費
用
の
２
分
の
１

を
助
成
す
る
制
度
で
あ

り
、
当
該
保
護
者
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
で
教
育
の
機
会
均

等
等
を
図
る
こ
と
、
ま

た
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
校

生
等
の
多
く
は
、
普
段

は
自
転
車
通
学
を
行
い
、

雨
、
雪
等
で
自
転
車
通

学
が
困
難
な
と
き
に
回

数
券
を
使
い
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
い
る
。

教
育
の
機
会
均
等
、
公

共
交
通
機
関
の
利
用
の

促
進
、
公
平
性
の
観
点

か
ら
、
回
数
券
を
購
入

す
る
南
部
町
全
域
の
高

校
生
等
の
保
護
者
に
対

し
て
も
助
成
の
範
囲
を

広
げ
て
い
く
考
え
は
な

い
か
。　

定
期
券
と
回

数
券
の
根
本
的

な
違
い
は
あ
る
も
の
の

質
問
の
趣
旨

は
理
解
し
て

い
る
。
た
だ
、

公
金
を
使
う

わ
け
で
あ
り
、

予
算
の
範
囲

内
と
い
う
こ

と
は
当
然
と

し
て
、
様
々

な
角
度
か
ら

慎
重
に
取
り

扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。
回
数
券
の

特
質
を
ど
う
ク
リ
ア
ー

し
て
い
く
の
か
、
補
助

率
は
ど
う
か
等
、
具
体

的
に
事
業
化
で
き
る
か

検
討
し
て
み
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

　
校
区
外
就
学
に
つ
い
て
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地
方
版
総
合
戦
略

Q
策
定
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
は

A
出
生
率
の
上
昇
を
目
指
す

景
山  

浩
議
員

町
長

　

少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
対
策

が
日
本
全
体
を
は
じ
め

各
市
町
村
等
自
治
体
の

存
続
に
と
っ
て
の
大
き

な
課
題
と
し
て
認
識
さ

れ
だ
し
た
。

　

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
が
制
定

さ
れ
南
部
町
で
も
町
の

存
続
案
と
し
て
の
地
方

版
総
合
戦
略
が
策
定
さ

れ
る
。

　

人
口
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
、
南
部
町
の
将

来
像
を
ど
の
よ
う
に
描

い
て
い
く
の
か
、
計
画

策
定
に
あ
た
っ
て
の
基

本
的
な
考
え
方
を
問
う
。

　

国
は
50
年
後

に
1
億
人
の
人

口
維
持
を
目
標
と
し
、

現
在
1
・
4
人
程
度
の

出
生
率
を
2
0
4
0
年

ま
で
に
2・0
7
ま
で
上

昇
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

本
町
も
現
在
の
1・44
の

出
生
率
を
少
子
化
対
策

に
本
腰
で
取
り
組
む
こ

と
で
2
0
3
0
年
に
は

2
・
1
ま
で
引
き
上
げ

町
の
存
続

を
図
り
た

い
と
考
え

て
い
る
。

　
「
少
子

化
対
策
」

や「
産
業

振
興
」な

ど
各
政

策
分
野
で

は
出
生
数

や
出
生
率

を
は
じ
め
、

雇
用
創
出
数
、転
入・転

出
者
数
、婚
姻
数
、小
さ

な
拠
点
の
設
置
数
な
ど

具
体
的
な
数
値
目
標
と

そ
の
実
現
策
を
1
0
0

人
委
員
会
の
議
論
を
基

に
設
定
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

社
会
保
障

Q
国
保
税
と
医
療
費
の
負
担
軽
減
を

A
ル
ー
ル
の
中
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
い 真

壁
容
子
議
員

町
長

　

国
の
「
医

療
・
介
護
総
合

法
」
の
改
悪
で
住
民
に

負
担
増
を
強
い
る
中
、

く
ら
し
を
守
る
自
治
体

の
役
割
が
重
要
だ
。
国

保
税
と
医
療
費
の
負
担

軽
減
を
求
め
る
。

　

国
保
会
計
に
つ
い
て

は
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
は
で
き
な
い

と
い
う
が
、
「
す
こ
や

か
」
の
運
営
経
費
な
ど

一
般
福
祉
事
業
と
重
複

し
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
国
保
会
計
へ
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
国
保
中
央
会
の

指
摘
も
あ
る
。
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

生
活
困
窮
か
ら
の
医

療
費
滞
納
対
策
と
し
て
、

国
保
一
部
負
担
金
減
免

制
度
の
適
用
を
厚
労
省

も
指
摘
し
て
い
る
。
住

民
の
生
活
支
援
策
と
し

て
制
度
化
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

く
ら
し
を
守

る
の
が
行
政
の

仕
事
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
全
く
同
じ
考
え

だ
。
国
保
に
つ
い
て
は

国
の
責
任
を
強
く
求
め

た
い
と
い
う
の
が
第
一

点
だ
。
同
時

に
町
村
が
運

営
す
る
以
上
、

ル
ー
ル
に
基

づ
く
べ
き
だ
。

全
国
的
に
見

れ
ば
法
定
外

繰
り
入
れ
を

し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。

本
町
も
可
能
性
が
起
き

な
い
と
も
限
ら
な
い
。

全
面
的
に
し
な
い
と
は

言
い
き
れ
な
い
が
、
相

当
の
理
由
が
な
け
れ
ば

難
し
い
と
思
う
。

　

生
活
困
窮
に
つ
い
て

も
相
談
に
乗
り
対
応
を

図
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
財
源
の
問
題
や
制
度

や
し
く
み
の
決
ま
り
ご

と
が
あ
り
、
そ
の
中
で

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
い

と
い
う
考
え
だ
。

亀
尾

米
澤

教
育
長

町
長

教
育
長

景
山

真
壁

町
長

町
長

キャプション

高校生通学風景

西伯病院 100人委員会
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すみれこども園●　議会改革調査特別委員会●

すみれこども園

一般質問●

地
方
創
生

Q
地
方
創
生
の
中
長
期
的
戦
略
は

A
少
子
化・雇
用・定
住
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む

細
田
元
教
議
員

町
長

　

27
年
度
は
地

方
創
生
元
年
予

算
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
中
期
的
、
長
期

的
に
ど
う
の
よ
う
に
考

え
て
地
方
創
生
に
取
り

組
ま
れ
る
の
か
伺
う
。

　

南
部
町
の
地

方
創
生
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
少
子

化
対
策
に
向
け
た
取
り

組
み
は
待
っ
た
な
し
の

課
題
で
あ
る
。
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る

に
は
長
い
期
間
を
要
す

る
。
今
後
施
策
が
功
を

奏
し
て
も
、
定
常
人
口

に
達
す
る
に
は
数
十
年

を
要
す
る
。
と
は
い
え
、

対
策
を
早
く
講
じ
れ
ば

効
果
は
大
き
い
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
他
に
雇
用

対
策
、
移
住
定
住
対
策
、

地
域
活
性
化
対
策
も
同

時
に
や
る
事
が
大
事
と

思
う
。
雇
用
対
策
を
し

っ
か
り
行
う
こ
と
で
若

者
の
経
済
基
盤
が
安
定

し
少
子
化
対
策
に
結
び

つ
く
。
移
住
定
住
が
促

進
さ
れ
、
ま
た
地
域
を

活
性
化
し
、
魅
力
あ
る

地
域
社
会
を
創
出
す
る

こ
と
で
、
若
者
を
定
着

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
地
方
創
生

の
取
り
組
み
は
、
各
政

策
が
連
関
し
一
体
的
に

取
り
組
む
こ
と
で
相
乗

効
果
が
発
揮
さ
れ
る
と

考
え
て
い
る
。
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　敗戦後、復興の動きが加速するなか「河畔クラブ」や親たちは、子ども達の将来を考え、就
学前の幼児教育・保育の重要性を村当局に強く要望した。この動きは婦人会などの団体も巻き
込み、ついに昭和３０年、「西伯町保育所」は木造平屋建てで初の保育所として開設すること
になった。（昭和３９年、すみれ保育園と変更された）
　時は流れ、高度経済成長期には子どもの出生数はさらに増加するとともに母親の社会進出も
増え、昭和５１年、従来の約３倍規模で鉄筋コンクリート構造により、園は生まれ変わる。
　そして平成２７年の春、木をふんだんに使った造りで、さらに大型化した町立「すみれこど
も園」は、その雄姿をみせている。中に入ると感じる、森の中にいるようなぬくもり、聞こえ
てくる川のせせらぎ、園舎を包む、やわらかな風、「すみれこども園」は、まるでゆりかごの
ように子どもたちを見守っている。

　これまで2回の「議会報告会」を開催してまいりました。
　この度から、地域振興区単位で住民皆様の声を幅広く聞くことを目的として、下記の日程で、
「住民の声をきく会」を開催することとしました。

　ＴＰＰ交渉が、米国の大統領選挙をひかえ、期限
がせまってきたと報道されている。秘密交渉で進ん
でいるとはいえ米国主導の交渉であることが国民に
明らかになってきた。
　これまで日本政府が、交渉にあたって「聖域」に
するといってきたコメ、牛肉・豚肉、乳製品などの
農産物重要５品目について、譲歩につぐ譲歩を重ね
ている。コメでは「ＴＰＰ特別枠」なるものを設定
し、年間５万トン規模の輸入拡大をはかろうとして
いる。牛肉・豚肉、乳製品でも、関税の大幅引き下
げ、一部撤廃を進めようとしている。交渉の現状が
「重要５品目の聖域確保」を明記した国会決議に違
反することは今や明らかである。速やかな撤退を求
める声には大義がある。
　一方、日本に譲歩を迫る米国では、米国議会で大
統領にＴＰＰ交渉の権限をゆだねる「大統領貿易促
進権限（ＴＰＡ）法案」の提出ができない状況が続
いている。この権限がなければ、参加国が米国の交
渉力を信頼せず、交渉を妥結させることが困難とい

議会改革調査特別委員会・・「住民の声をきく会」開催のご案内

皆様のご参加を心からお待ちいたしております。

※入場は開会30分前からとします。
※対象地域以外の方でも、自由に参加できます。

われている。次期大統領選を控え、５月上旬までに
大筋合意ができなければＴＰＰ交渉は“漂流”すると
もいわれている。
　日米交渉がいまだに妥結にいたらず、１２か国の
交渉も難航している背景には、異常な秘密交渉や、
市場原理一辺倒のアメリカ型ルールの押しつけに対
する途上国政府の反発や、米国を含めた参加国国民
の反対運動の高まりがあるといわれている。とりわ
け日本での安倍政権のＴＰＰ暴走に対する国民の世
論と運動との矛盾は大きい。
　ＴＰＰ交渉が正念場を迎えている今こそ、農業を
基幹産業として成り立つ本町からも、国会決議を尊
重した姿勢を貫くことを強く求める。

記
　ＴＰＰ交渉については、国会決議を遵守する立場
を堅持すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書
を提出する。

平成27年3月23日   　鳥取県南部町議会　

ＴＰＰ交渉についての意見書

「ＴＰＰ交渉についての意見書」を全員一致で採択　意見書を国に提出しました。

日　　程 開会時間 対象地域 会　　　場

5月19日 （火）

5月21日 （木）

5月25日 （月）

5月29日 （金）

6月 1 日 （月）

6月 4 日 （木）

6月 9 日 （火）

19：00

19：00

19：00

19：30

19：30

19：00

19：00

法 勝 寺 地 区

天  津  地  区

賀  野  地  区

天  萬  地 区

東 西 町 地 区

南さいはく地区

大  国  地  区

南部町公民館さいはく分館

ふるさと交流センター

総合福祉センター「いこい荘」

天萬庁舎「2階会議室」

東西町コミュニティセンター

両長田ふれあい会館

おおくに田園スクエア

細
田

町
長

●

キャプション

母塚山からの眺望
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◆
青
葉
若
葉
の
さ
わ
や
か
な

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
に
は
小
学
校
、

中
学
校
の
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
新
一
年
生
の
児

童
生
徒
た
ち
の
緊
張
し
た
中

に
も
期
待
に
満
ち
た
瞳
に
頼

も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

18
歳
選
挙
権
が
来
年
8
月

の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
施

行
の
予
定
と
国
の
制
度
も
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、

少
年
法
に
つ
い
て
の
議
論
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

一
方
、
国
立
東
京
大
学
が

海
外
有
名
校
の
滑
り
止
め
に

な
っ
て
い
る
よ
う
な
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。
い
つ
の
時
代

も
変
化
、
改
革
が
あ
り
、
不

易
流
行
の
本
質
を
間
違
え
な

い
よ
う
自
粛
し
て
い
ま
す
。

（
杉
谷
）

なつかしの我が校舎
　私が中学２年生の夏休み早朝、北向きの校舎
が火事で焼けた時の事を思い出します。教室が
不足したため、体育館をベニヤ板で仕切り授業
を受けていました。当時の南部中学校は旧手間、
賀野小学校の卒業生が一緒に通う学校で、新し
い友達もでき楽しく中学に通ったものです。
　私は子供の頃から野球が好きで中学３年間野
球部に入り、毎日暗くなるまで放課後練習して
いたものです。昔は生徒数が多く２年の秋の新
人戦で、やっと試合に出られた事を懐かしく思
い出します。
　私は今、南部中学校の同窓会長をしています。
平成２９年は創立７０周年に当たり記念行事を
行う計画です。

遠 藤 優 彦さん 談

　
今
年
も
4
月
11
日
（
土
）
よ
り
、
12
日
（
日
）

ま
で
「
南
部
町
さ
く
ら
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
城
山
公
園
、
法
勝
寺
川
土
手
の
桜

は
夜
に
な
る
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
一
段
と
や

わ
ら
か
な
情
緒
に
浸
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
町
指
定
の
無
形
文
化
財
「
法
勝
寺
一

式
飾
り
」
も
法
勝
寺
一
区
か
ら
八
区
の
住
民
の

方
々
の
伝
統
の
力
の
作
品
に
加
え
、
数
年
前
よ
り

中
学
生
の
作
品
も
出
品
さ
れ
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。
更
に
、
今
年
か
ら
、
西
伯
小
学
校
の
児
童
も

作
品
制
作
に
挑
戦
し
、
先
生
方
職
員
と
教
育
委
員

会
の
共
同
作
品
も
登
場
し
ま
し
た
。
学
校
、
地
域

が
共
に
、
伝
統
文
化
の
継
承
・
発
展
を
担
っ
て
い

く
姿
勢
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
波
及
効
果
が
あ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る

　
　
　
幻
想
的
な
桜
並
木

ライトアップによる
幻想的な桜並木
ライトアップによる
幻想的な桜並木

改築前の南部中学校

3月定例議会
子育て支援
地方創生事業予算
一般質問ダイジェスト
すみれこども園
「住民の声をきく会」日程
なつかしの我が校舎
あとがき
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「住民の声をきく会」
開催決定  

「住民の声をきく会」
開催決定  !!!!
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